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【はじめに】 

 プラズマ・液体相互作用において、水和電子は

基本的な活性種だと考えられているものの、プラ

ズマで誘起される水和電子の反応過程に関する

研究はほとんど手付かずである。その原因の一つ

は、プラズマによって誘起される水和電子の存在

領域が気液界面直下の数 nm の領域に限定され

[1]、この領域の計測が非常に難しいことにある。

そこで、我々は気液界面に選択性を持つレーザー

誘起脱溶媒和を利用した水和電子の検出手法を

開発した。水和電子は、脱溶媒和エネルギーを超

える光子エネルギーをもつレーザー光を照射す

ると、脱溶媒和をおこし、水和電子は自由電子と

なって気相に飛び出すことが知られている[2]。脱

溶媒和により生成した自由電子のうち、液体分子

との衝突による運動エネルギーの損失が小さい

もののみが気相に輸送されるため、光励起脱溶媒

和を利用すれば気液界面直下 10nm 以下の領域

に存在する水和電子を選択的に検出することが

できる[2]。本講演では、水ジェットと低ガス圧プ

ラズマが相互作用する環境で、水ジェットにレー

ザー光を照射した際の電流変化について報告す

る。 

【実験方法】 

 真空チャンバー内部で、He (40mTorr)を作動ガ

スに用いて、外部アンテナ式 ICP を発生させた。

内径 75µmのPEEKチューブから、流量3.5mL/min

で 4.8%の NaCl水溶液を噴出し、水ジェットを発

生させ、プラズマと相互作用させた。これに対し

て、YAG の 4 倍高調波(パルス幅 8ns)を照射し、

図 1 のような回路で水ジェットとプラズマの間

に流れる電流の変化をオシロスコープで計測し

た。 

【実験結果】 

YAG レーザーを入射した前後の水ジェットと

プラズマ間に流れる電流変化ΔIを図 2に示した。

水ジェットに印加した電圧は 0Vで、定常的に流

れている電流は、2.6 × 10−2 mAだった。YAGレ

ーザーの照射に伴って、プラズマから水ジェット

の方向の電流が一次的に増加するのが観察され

た。発表では、この一時的な電流増加についての

詳細な結果から、レーザー誘起脱溶媒和によるも

のなのか検討を行う。 
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図 1 実験装置の概略図 
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図 2 実験装置の概略図 
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